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株主の皆様へ

取締役社長

　株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。
　ここに、当社グループ第120期（平成28年4月1日～平
成29年3月31日）のご報告を申し上げます。

　当期の経済状況は、海外では、米国経済が好調を持続
したほか、中国でも景気のテコ入れ策の効果がみられまし
たが、米国における金融政策正常化等を背景とした先行
き不透明感もありました。国内では、企業収益が改善して
いますが、景気回復の足取りは力強さを欠きました。
　当社グループの事業環境は、国内において、業界ごと、さ
らには同一業界内でも企業ごとにまだら模様であり、設備
投資は総じて伸び悩んだものの、一部の自動車メーカー
で新規ラインの増設機運が高まりを見せたほか、海外で
も、米国において自動車業界の設備投資が活発化、中国
でもインフラ投資が底入れを見せるなど、やや持ち直しま
した。
 
　このような情勢下、当期の受注高は100,074百万円（前
期比6.8％増）、売上高は95,048百万円（同0.9％増）、
受注残高は34,092百万円（同17.3％増）となりました。 

　収益面につきましては、設計効率の向上や生産性向上
等により、原価抑制に努めましたが、国内での政府の補助
金による設備投資の一巡もあり、営業利益は4,887百万
円（同14.4％減）となりました。一方、経常利益は、為替差
益や持分法による投資利益の増加により5,844百万円
（同5.6％増）を計上し、親会社株主に帰属する当期純利
益は3,358百万円（同24.1％増）となりました。 

　利益配当金につきましては、期末配当金を1株当たり9
円とし、すでにお支払い済みの中間配当金1株当たり9円
と合わせて、年間配当金を前期より2円増配の1株当たり
18円とさせていただきました。

　今後の当社グループの事業環境は、海外では米国・中
国における自動車の生産・販売が堅調に推移するなか、関
連メーカーによる設備投資の拡がりが期待されます。国
内では、企業業績回復期待から設備投資意欲は小幅なが
ら回復に向かうと予想されます。但し、円高により輸出環
境が悪化した場合には、自動車関連業界の稼働率低下、
設備投資意欲の減退も予想されます。
 

連結業績の推移
■売上高■受注高 ■営業利益 ■経常利益 ■当期純利益・1株当たり当期純利益 ■1株当たり配当金 期末 中間

　当社グループでは、2015年度から取り組んでいる中
期経営計画「Vita l S in to」が最終年度を迎えます。
「Vital Sinto」において掲げた目標の達成を目指し、成
長市場であるアジアにおいてローカル拠点の整備を進
め、戦略商品の拡販を行うほか、北米では航空・発電分野
における旺盛な需要の取り込み、欧州ではアルミ事業の
基盤確立に取り組みます。また、機械設備を納入したお客
様にはIoTを活用した「予防保全」と「事後保全」のサービ
スラインナップを拡充することでサポート力を強化すると
ともに、こうしたサービスのグローバル展開にも乗り出し
ます。新規分野では、社会の潮流変化を捉え「医療分野」
「電気自動車分野」「有機EL分野」への展開を加速してま
いります。また、数年来取り組んでまいりました基幹システ
ムの再構築により、経営のスピード化・効率化を進める素
地が整いますので、付加価値向上とコスト削減を徹底し、
売上の拡大と収益の増大に努めてまいります。

　これからも皆様のご期待に沿うべく全力を傾けてまい
りますので、このうえとも倍旧のご支援ご指導を賜ります
ようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　
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中期経営計画について

中期経営計画“Vital Sinto”（2015.4～2018.3）では、
一人ひとりが積極的に考働し、世界のお客さまと感動の共創を目指します。

新規のお客さま数 ： ８％ UP ＋
新商品売上高比率：装置30％、 消耗品10％

営業利益率８％以上（連結ベースでコンスタントに）

◆競争力強化
　（差別化・コスト）
　と知名度向上

◆顧客サポートの展開

 “Ｏｎｅ Ｇｌｏｂａｌ Ｓｉｎｔｏ”　◆グローバルな一体感と各社自走力の発揮

お客さまカバー率 ：５pｔ UP
スキルポイント： 一人あたり  ３pt UP／年

お客さまのために
提案できる すぐに対応する

事業軸／地域軸で展開

よき相談相手になれる

お客さまに選ばれ続けるために

HEART

連帯

成長 安定
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ドイツ オーストリア

インド

インドネシア

中国
韓国

台湾 メキシコ

アメリカ

ブラジル

タイ
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■海外の主な製造・販売サービス拠点
─11ヶ国26拠点─

新たな新東ブランドの構築
「世界中のお客様から選ばれ続ける新東ブランド」

「One Global Sinto」

“技術の差別化” ＋ “信頼のサポート”

シンボルマーク　   は「東」から昇る燃える太陽の炎で新東の行動力を表すとともに、「新」は挑戦、マークの10本の　　は、
お客様と握手して一体となり、ともに発展していく姿を示しています。
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グローバル展開

■海外売上高の概況

欧州市場
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42.7％
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北米
29.9%

うちBRICs

104億円

海外売上高
368億円

全売上高950億円の
うち38.8％

地域別比率

アジア市場
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トピックス

6月 9月
20172016

　ポートメッセなごやにて、世界
鋳造会議 WFC2016が開催さ
れました。日本では1990年の
大阪開催以来、26年振りの開
催となり、140以上の企業や団
体が参加、当社も出展いたしま
した。
　当社のテーマは、「より良い鋳
物づくりのために“競争力ある鋳
物工場”をご提案」情報化、不良
低減、予防保全の更なる進化を
目指し、IoT・Industry4.0を意
識したシステムの実演を行い、
鋳造工場の未来像をアピールし
ました。
　今回ＰＲした未来の工場を具
体的に実現し、お客様から信頼
を得られるよう、今後も技術の
革新に努めてまいります。

第７２回世界鋳造会議　
ＷＦＣ2016展示会へ
出展

　研磨・精密事業の拠点である
大治事業所が、「第1種無災害
記録（310万時間）」を樹立し、
その証として厚生労働省労働基
準局より無災害記録証が交付さ
れ、津島労働基準監督署より授
与を受けました。
　今回の授与は平成18年8月
以来、大治事業所にて休業災害
及び障害を伴う災害を発生させ
ることのなかった証です。今後も
無災害記録を継続すべく、労働
安全衛生マネジメントシステム
を推進し、各自が職場の安全レ
ベルの向上に努め、気を緩める
ことなく安全重視で災害ゼロへ
の取組みを継続してまいります。

大治事業所
「第１種無災害記録」
達成

　新東工業労働組合が結成70
周年を迎え、組合員とその家族
を対象に記念行事を一宮事業
所グランドにて開催、当日は
450人を超える参加者が集ま
り、盛況の中イベントを行うこと
ができました。
　結成以来、戦後の経済混乱を
はじめ、オイルショックやリーマ
ンショックなど、様々な環境の変
化があり、その歩みは平坦なも
のではありませんでしたが、労使
協調して乗り越えてまいりまし
た。今後も社員同士の絆を大切
に、新しい時代を切り拓いてま
いります。

新東工業労働組合
結成70周年

June September 12月 December 3月 March4月 April 5月May

　「要素技術体感の場」である豊川
製作所ショールームをリニューアル
いたしました。精密業界での当社の
知名度を上げ、活躍の場を拡げるた
め、特機事業部のデモ機を追加する
とともに、クリーンルームをイメージ
した精密エリアを新設いたしました。
クリーンルームは、特に医療分野に
おいて今後の成長が見込まれる有望
市場です。その他、表示言語の多言
語化やデジタルサイネージの導入な
ど、分かりやすさを向上させる取り組
みも進めています。
　リニューアルしたショールームが、
お客様が新しいことをする際に当社
のポテンシャルを提案できる場とな
り、楽しみながら技術体感していただ
けるよう、今後もさらなる進化を図っ
てまいります。

　当社のドイツグループ会社、
ハインリッヒ・ワグナー・シン
トー社にて、造型機を地元大学
であるフライベルク大学の鋳造
研究所に設置いたしました。
　大学当局から、実験設備用と
して提供要請があり、教育およ
び学術的協力の見地から無償
貸与したもので、今後、鋳鉄やア
ルミの鋳造研究に活用いただき
ます。
　この装置がドイツアカデミー
の教育・研究に利用されること
で、その技術水準が広く認知さ
れ、日本・ドイツ間の技術交流
促進に貢献できることを期待い
たします。

 インド・バンガロールで開催された
アルミダイカスト業界の展示会、
ALUCAST2016に、当社のインド
拠点、シントー・バラット・マニュファ
クチャリング社が出展いたしまし
た。鋳造装置の他、汎用ブラスト装
置や、ドイツグループ会社、レンペ・
メスナー・シントー社の中子造型機
などを展示し、好評を博しました。当
展示会への出展は今回が初めてで
すが、多数の引き合いや成約をいた
だき、成果を出すことができました。
　今後も、成長著しい市場をター
ゲットに、積極的に拡販を進めてま
いります。

　2017年に経済産業省が主体と
なって制定された、「健康経営優良
法人2017(ホワイト500)」大規模
法人部門にて、当社が認定を受けま
した。
　当認定は、健康推進の取組みを
実践している優良な法人に対して認
定されるもので、今回は全国で235
社、うち東海３県では当社を含み13
社が認定されました。労働時間の短
縮等、まだまだ取り組むべき課題は
山積しており、今後も継続的に認定
されるよう、引き続き社員の健康増
進に向けた施策を展開し、一人ひと
りが最大限の力を発揮できる職場
環境の整備に努めます。
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豊川製作所ショールーム
リニューアル

ドイツの大学に
鋳造装置を設置

インド展示会
ALUCAST2016に出展

「健康経営優良法人
 2017（ホワイト500）」
認定
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■事業内容 　当社グループは、当社および子会社48社、関連会社5社で構成され、鋳造装置、表面処理装置、投射材・研磨材、環境、
搬送およびメカトロ関連等特機の設備装置の製造・販売を主な内容として、グローバルに事業活動を展開しています。

※当連結会計年度より、従来は「特機分野」に含めておりました粉粒体処理装置等を製造する資源エネルギー事業推進グループの製造販売を「鋳造分野」へ変更しております。

　国内における汎用集塵機や排ガス浄化装
置等が弱含みとなり、売上高は106億19百
万円（前期比5.6%減）となりました。 
　営業利益は、販売費の圧縮に努めたもの
の、売上高の減少と原価率悪化の影響が大
きく、6億31百万円（同25.4%減）となりま
した。

　国内における自動車業界向けコンベアラ
インの低迷を、食品業界におけるシザーリフ
ト更新需要獲得などでカバーし、売上高は
62億15百万円（前期比3.2％増）となりま
した。
　営業利益は、売上高の回復と原価低減努
力が相俟って、3億86百万円（同47.6%増）
となりました。

　プレス装置や検査装置などの不振が大き
く、売上高は60億37百万円（前期比
12.6％減）となりました。
　営業利益は、液晶パネル向けクリーンシ
ステムの寄与、プレス装置や検査装置など
の生産体制の見直しと、販管費の圧縮等が
奏功し、1億9百万円（前期は8百万円の損
失）と黒字転換を果たしました。

　アジア地域での落ち込みが大きかったものの、国内における自動
車および自動車部品業界向け鋳造装置等が下げ止まったことに加
え、欧米で活発化した自動車業界の設備投資を取り込んだ結果、
売上高は320億5百万円（前期比4.0%増）となりました。
　営業利益は、販管費の圧縮を進めたものの、大型装置の採算が
悪化したため、14億9百万円（同1.2%減）となりました。

事業別業績

　国内外の装置・消耗品ともに総じて軟調でしたが、国内における
航空機部品向けショットピーニング装置の好調や、新規連結子会
社の寄与もあり、売上高は411億99百万円（前期比1.9%増）とな
りました。
　営業利益は、大型装置での採算悪化と原材料価格の上昇により、
40億81百万円（同14.8%減）となりました。

鋳造事業 表面処理事業 環境事業 搬送事業 特機事業

最新の集塵装置を活用し、
作業者の安全に配慮した塗装工程

物流倉庫で活躍、
省力化に寄与するコンベア

エンジン部品 ランディングギア
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売上高 売上高

320億5百万円
（前期比4.0％増）

営業利益

14億9百万円
（前期比1.2％減）

411億99百万円
（前期比1.9％増）

営業利益

40億81百万円
（前期比14.8％減）

売上高

106億19百万円
（前期比5.6％減）

営業利益

6億31百万円
（前期比25.4％減）

売上高

62億円15百万円
（前期比3.2％増）

営業利益

3億86百万円
（前期比47.6％増）

売上高

60億37百万円
（前期比12.6％減）

営業利益

1億9百万円
（前連結会計年度は8百万円の損失）

売上高
構成比

％
33.3

売上高
構成比

％
42.9

売上高
構成比

％
11.0

売上高
構成比

％
6.5

売上高
構成比

％
6.3

ＱＲコードを用いて装置の点検データをデジタル化し、
保全担当者の負担を軽減する仕組みを提供しています。

航空機の安全な運航を、
当社の「金属表面の強度を向上させる技術」が支えています。

燃料電池や電子回路基板の
製造工程向け精密貼りあわせ装置

事
業
別
業
績



連結損益計算書の概要 単位：百万円（未満切捨）

平成28年4月1日～平成29年3月31日

前期
（平成28年3月31日現在） （平成29年3月31日現在） （平成28年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

当期 前期 当期

平成28年4月1日～平成29年3月31日

11 12

連結貸借対照表 単位：百万円（未満切捨） 連結キャッシュ・フロー計算書 単位：百万円（未満切捨）

4,000

2,000

0

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
純 利 益
1 株 当 た り 配 当 金

当　期

95,048百万円
4,887百万円
5,844百万円
3,358百万円

18円

94,232百万円
5,712百万円
5,536百万円
2,706百万円

16円

前　期 増　減

0.9％増
14.4％減
5.6％増
24.1％増
2円増配

財務ハイライト 株主様アンケート結果

流動資産
79,950

固定資産
59,256

139,207

資産合計

負債
50,307

純資産
88,899

139,207

負債・純資産合計

流動資産
80,859

固定資産
61,899

142,759

負債
50,983

純資産
91,775

142,759

現金及び現金同等物
の期首残高

現金及び現金同等物
の期末残高

26,640

18,865

 営業活動による
キャッシュ・フロー

 投資活動による
キャッシュ・フロー

 財務活動による
キャッシュ・フロー

 1,551

△1,388

 7,765
 △153
 現金及び
現金同等物に
係る換算差額
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財
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ト
株
主
様
ア
ン
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ト
結
果

 前期純利益 前期純利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

816816

△1,757△1,757

116116

1,1331,133

△58△58

194194
3,3583,358

2,7062,706

 法人税等の
減少

 法人税等の
減少

非支配株主に
帰属する
当期純利益
の減少

非支配株主に
帰属する
当期純利益
の減少

 売上原価
の増加
 売上原価
の増加

 販売費及び
一般管理費
の減少

 販売費及び
一般管理費
の減少  特別損益の増減 特別損益の増減

売上高
の増加
売上高
の増加

 営業外
損益の増減
 営業外
損益の増減
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　昨年１２月、株主の皆様との相互コミュニケーションを図るべく、アンケートを実施しました。480名の方々からご回答いただき厚く御礼申し
上げます。主な質問項目に対する回答結果をご報告するとともに、貴重なご意見を今後のIR活動に活かしてまいります。

Q1 当社株式の保有方針

Q3 当社への評価 Q4 今後希望するＩＲ活動

Q2 長期保有のため、最も重視する施策

Q5 当社に関して知りたい情報

■ 長期保有（3年以上）
■ 未定
■ 買い増し
■ 中長期保有（1～3年未満）
■ 売却予定・売却済
■ 短期保有（1年未満）
■ 未回答・その他

72.3%

9.0%

8.3%

5.0%

2.3%

0.4%

2.9%

52.7%

16.9%

10.6%

10.6%

7.9%

5.0%

4.2%

■ 安定配当
■ 株主優待制度の導入
■ 業績連動型配当
■ 適正株価の形成
■ 自社株買い
■ 現状で満足
■ 未回答・その他

■ 報告書の充実
■ 現状で満足
■ 工場見学会の実施
■ ホームページの充実
■ 会社説明会の実施
■ 株主総会の充実
■ IRメールの配信
■ 未回答・その他

32.5%

28.8%

21.3%

19.6%

16.9%

9.8%

6.9%

7.9%

■ 株主還元情報
■ 経営方針・経営計画
■ 業績・財務情報
■ 事業・商品情報
■ 海外事業内容
■ 環境・社会貢献活動
■ 未回答・その他

40.6%

38.5%

30.8%

24.6%

14.2%

7.5%

6.4%

成長性
将来性

財務健全性

配当水準

株価

事業内容

■ 満足
■ やや満足

■ やや不満
■ 不満

22.1% 58.0% 18.8%
1.1%

33.4% 56.1% 9.5%
1.0%

15.8% 47.9% 30.2% 5.0%

9.7% 41.8% 39.3% 9.2%

26.7% 59.4% 13.5%
0.4%



■ 発行可能株式総数 230,476,000株
■ 発行済株式総数 54,580,928株
■ 株主総数 4,291名
■ 株主の所有者別状況

■ 大株主の状況（上位10名）

2,350

2,289

2,276

2,112

2,044

1,668

1,405

1,001

924

910

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

株式会社　三菱東京UFJ銀行

明治安田生命保険相互会社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

ステート ストリート バンク アンド トラストカンパニー 505223

株式会社　りそな銀行

公益財団法人　永井科学技術財団

株式会社　みずほ銀行

新東社員持株会

新睦会持株会
※当社は自己株式1,173千株を保有しておりますが、上記の大株主からは除いております。

株式の状況（平成29年3月31日現在）

会社の概要 株主メモ

海外法人
22.0%

自己株式　
2.2%

証券会社等
1.1%

個人その他
20.8%

金融機関
20.9%

国内法人
18.0%

投資信託
年金信託
15.0%

大株主名 持株数
（千株）

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

配当金受領株主確定日 期末配当金：3月31日
中間配当金：9月30日

単元株式数 100株

証券コード 6339

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号　0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所、名古屋証券取引所

公告の方法
電子公告（http://www.sinto.co.jp/ir/koukoku/index.html）
（ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他のやむを得ない事由が生じた時には、
 日本経済新聞に公告いたします。）

株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行にお申出ください。 

株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座が無いため特別口座を開設された株主様は、 
特別口座管理機関である三菱UFJ信託銀行にお申出ください。

未払配当金の支払いに関するお申出先

住所変更、単元未満株式の買取のお申出先

■ 商　　　号 　新東工業株式会社（英文名: SINTOKOGIO, LTD.） 
■ 本店所在地 　名古屋市中村区名駅三丁目28番12号　大名古屋ビル24階
■ 設立年月日 　昭和9年10月2日
■ 資　本　金 　57億5,222万4,825円
■ 従　業　員 　1,647人〔連結3,839人〕（平成29年3月31日現在）
■ 役　　　員　 （平成29年6月23日現在）
　 取締役会長（社外） 上　田　良　樹 
　 代表取締役社長 永　井　　　淳

常務取締役 伊　澤　守　康

取締役 後　藤　　　剛

常務取締役 久　野　恒　靖

取締役 森　下　利　和
取締役 橋　詰　政　治

取締役 谷　口　八　束

取締役 日　比　正　明
取締役（社外） 小　澤　正　俊
取締役（社外） 山　内　康　仁
監査役（常勤） 夏　目　俊　信
監査役（常勤） 川　上　和　明
監査役（社外） 唐　木　康　正
監査役（社外） 小　島　俊　郎

　株主の皆様の日頃からのご支援に感謝するとともに、多くの
皆様に当社を知っていただき、事業への理解を深めていただく
こと、当社株式に投資していただく魅力を高め、中長期にわたり
株式を保有していただける株主様の増加を図ることを目的とし、
株主優待制度を導入いたします。

●対象となる株主
　毎年9月末日現在の当社株主名簿に記載または記録された、
当社株式1単元（100株）以上を保有されている株主様を対象
といたします。

●株主優待の内容
　下記の通り、保有期間、保有株式数の区分に応じ、クオカー
ドを贈呈いたします。

●贈呈時期
　毎年12月の発送を予定しております。

※保有期間は毎年9月末日時点の株主名簿に同一株主番号で連続して記載または記録さ
れた回数をもとに算出いたします。

100株～999株
1,000株以上

保有株式数
クオカード 1,000円分
クオカード 2,000円分

クオカード 2,000円分
クオカード 3,000円分

保有期間3年未満 保有期間3年以上

株主優待制度を導入します
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〒450-6424 名古屋市中村区名駅三丁目28番12号

様

報  告  書
平成28年4月1日～平成29年3月31日
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